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トレンド・リポート

島
根
良
枝

ing Com
panies

＝
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ｓ
）（
イ
ン
ド
石
油

公
社
＝Indian O

il Corporation Lim
ited

、

ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
石
油
公
社
＝Hindustan Petro-

leum
 Corporation Lim

ited

、
バ
ー
ラ
ト
石
油
公

社
＝Bharat Petroleum

 Corporation Lim
it-

ed

）
を
通
じ
た
い
わ
ゆ
る
隠
れ
た
補
助
金
を
廃
止

す
る
こ
と
を
政
府
に
提
言
し
た
。
た
だ
し
後
述
す

る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
提
言
は
今
の
と
こ
ろ
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。

　

現
連
立
政
権
の
中
心
で
あ
る
国
民
会
議
派
に
は
、

任
期
切
れ
と
な
る
二
〇
〇
九
年
を
待
た
ず
に
総
選

挙
を
前
倒
し
で
実
施
し
よ
う
と
企
図
す
る
党
幹
部

も
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
政
府
は
六
月

五
日
に
、
ガ
ソ
リ
ン
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
に
関
し
て

の
み
で
あ
る
が
、
政
治
的
に
困
難
な
課
題
で
あ
る

価
格
引
き
上
げ
を
実
施
し
た
。
な
お
、
小
売
価
格

の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
価
格
引
き
上
げ
と
同

時
に
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

●
問
題

　

ガ
ソ
リ
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
価
格
の
引
き
上
げ

は
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
依
然
、

石
油
製
品
価
格
の
引
き
上
げ
が
抑
制
さ
れ
て
い
る

た
め
、
世
界
的
な
原
油
価
格
の
変
動
が
物
価
に
与

る
一
方
、
輸
入
は
一
億
二
一
六
七
万
ト
ン
、
約

六
七
九
億
八
八
〇
〇
万
ド
ル
（
一
ド
ル
＝
四
一・三

ル
ピ
ー
、
二
〇
〇
七
／
〇
八
年
度
平
均
値
）
で
あ
っ

た
。

　

な
お
、
石
油
精
製
能
力
の
増
強
を
反
映
し
て
石

油
製
品
の
輸
出
も
次
第
に
拡
大
し
て
お
り
、

二
〇
〇
七
／
〇
八
年
度
の
石
油
製
品
輸
出
は

三
二
〇
〇
万
ト
ン
、
約
二
六
〇
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。

●
政
策
的
な
対
応

　

イ
ン
ド
政
府
は
、
現
在
で
も
生
活
必
需
品
を
中

心
と
し
た
品
目
に
つ
い
て
価
格
を
統
制
し
て
い
る
。

経
済
自
由
化
政
策
の
流
れ
の
中
で
二
〇
〇
二
年
四

月
に
ガ
ソ
リ
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
製
品
の
価
格
統

制
が
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
価
格
は
閣

議
決
定
事
項
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
灯
油
、
Ｌ
Ｐ

Ｇ
と
と
も
に
ガ
ソ
リ
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
製
品
も

実
質
的
に
は
価
格
統
制
の
も
と
に
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
。

　

二
〇
〇
六
年
二
月
に
ラ
ン
ガ
ラ
ジ
ャ
ン
（Ran-

garajan

）
委
員
会
は
、「
石
油
製
品
価
格
の
価

格
と
税
率
に
関
す
る
報
告
書
」
の
中
で
、
補
助
金

を
抑
制
し
総
額
に
関
し
て
一
定
の
上
限
を
設
け
る

こ
と
、
国
営
の
石
油
販
売
会
社
（O

il M
arket-

　

イ
ン
ド
経
済
は
二
〇
〇
八
／
〇
九
年
度
（
四
～

翌
三
月
）
も
七
～
八
％
前
後
の
着
実
な
成
長
を
続

け
る
見
通
し
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
七
／
〇
八
年
度

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
八・
七
％
か
ら
は
成
長

ペ
ー
ス
が
減
速
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
年
初

来
再
び
物
価
上
昇
が
加
速
し
て
お
り
、
と
り
わ
け

一
次
産
品
を
中
心
と
す
る
生
活
必
需
品
の
価
格
上

昇
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
成
長
ペ
ー
ス

の
減
速
と
物
価
の
上
昇
に
は
国
際
金
融
情
勢
の
変

化
、
世
界
的
な
資
源
高
と
い
っ
た
様
々
な
要
因
が

影
響
し
て
い
る
が
、
端
緒
と
な
っ
た
の
は
原
油
価

格
の
上
昇
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
原
油
価
格
の
上

昇
が
イ
ン
ド
経
済
に
与
え
る
影
響
を
整
理
し
、
今

後
の
政
策
的
課
題
を
考
察
す
る
。

●
原
油
消
費
の
動
向

　

は
じ
め
に
原
油
の
消
費
動
向
を
確
認
す
る
。
イ

ン
ド
の
原
油
総
消
費
量
は
経
済
成
長
に
伴
っ
て
大

幅
に
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
〇
六
／
〇
七
年
度
に

は
一
億
四
六
〇
〇
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち

国
内
の
原
油
生
産
量
は
三
三
九
九
万
ト
ン
に
と
ど

ま
り
、
一
億
一
一
五
〇
万
ト
ン
を
輸
入
に
依
存
し

た
。
二
〇
〇
七
／
〇
八
年
度
に
つ
い
て
は
国
内
の

原
油
生
産
量
が
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
み
ら
れ

原
油
価
格
上
昇
の
イ
ン
ド
経
済
へ
の
影
響

原
油
価
格
上
昇
の
イ
ン
ド
経
済
へ
の
影
響
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え
る
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。
他
方
、
価
格
変
動

が
抑
制
さ
れ
、
補
助
さ
れ
た
価
格
で
市
場
に
供
給

さ
れ
て
い
る
た
め
、
需
要
抑
制
の
遅
れ
と
財
政
面

の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　

第
一
の
需
要
抑
制
の
遅
れ
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
七
／
〇
八
年
度
に
国
内
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油

販
売
量
は
一
一・
一
％
増
、
石
油
製
品
販
売
量
は

一
一・
二
％
増
と
、
そ
れ
ぞ
れ
最
近
一
二
年
間
、

八
年
間
で
最
も
高
い
伸
び
率
を
示
し
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
、
石
油
製
品
の
価
格

弾
性
値
は
一
般
に
低
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
価
格
統
制
の
も
と
で
、
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

通
じ
た
需
要
の
調
節
や
利
用
の
効
率
化
が
遅
れ
て

い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

第
二
の
財
政
面
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
価
格

引
き
上
げ
後
も
国
内
小
売
価
格
が
一
バ
レ
ル
当
た

り
六
八
ド
ル
に
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
Ｏ
Ｍ
Ｃ

ｓ
の
損
失
が
拡
大
し
て
い
る
。
原
油
輸
入
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
価
格
が
一
バ
レ
ル
当
た
り
一
三
〇
ド
ル
を

超
え
て
い
た
時
点
で
、
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ｓ
の
損
失
は

二
〇
〇
七
／
〇
八
年
度
の
七
七
〇
〇
億
ル
ピ
ー
か

ら
二
〇
〇
八
／
〇
九
年
度
に
は
二
兆
五
〇
〇
〇
億

ル
ピ
ー
に
増
大
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
た
。
現
在
、

原
油
輸
入
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
価
格
は
一
バ
レ
ル
当
た

り
一
〇
〇
ド
ル
程
度
に
落
ち
着
い
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ｓ
の
損
失
額
は
一
兆
六
五
三
〇
億

ル
ピ
ー
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

政
府
は
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ｓ
損
失
の
大
半
を
石
油
債
の
発

行
に
よ
っ
て
補
填
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
ガ
ソ
リ

ン
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
の
価
格
引
き
上
げ
と
同
時
に

実
施
さ
れ
た
こ
れ
ら
製
品
へ
の
減
税
に
よ
っ
て

二
二
〇
〇
億
ル
ピ
ー
以
上
の
歳
入
減
少
を
被
る
見

込
み
で
あ
る
。
財
政
責
任・予
算
管
理
法（Fiscal 

Responsibility and Budget M
anagem

ent 
A
ct

＝
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
っ
て
財
政
赤
字
削
減

が
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
中
で
、
歳
出
の

削
減
は
免
れ
な
い
。
歳
出
の
約
三
割
を
利
払
い
費

が
占
め
る
と
い
う
硬
直
的
な
歳
出
構
造
の
中
で
、

歳
出
総
額
の
削
減
は
現
政
権
が「
最
小
共
通
綱
領
」

と
し
て
示
し
た
重
点
施
策
へ
の
歳
出
削
減
を
意
味

す
る
こ
と
に
な
る
。

●
今
後
の
政
策
的
方
向
性

　

今
後
の
政
策
的
方
向
性
と
し
て
は
、
当
面
の
課

題
と
し
て
、
各
種
石
油
製
品
の
価
格
引
き
上
げ
と

と
も
に
、
一
層
の
税
率
引
き
下
げ
が
必
要
で
あ
る

と
思
慮
さ
れ
る
。
六
月
に
は
ガ
ソ
リ
ン
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
油
の
価
格
引
き
上
げ
と
同
時
に
税
率
の
引
き

下
げ
が
実
施
さ
れ
、
関
税
は
原
油
に
つ
い
て
五
％

か
ら
ゼ
ロ
％
へ
、
ガ
ソ
リ
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
に

つ
い
て
七・五
％
か
ら
二・五
％
へ
、
そ
の
他
の
石

油
製
品
に
つ
い
て
一
〇
％
か
ら
五
％
へ
と
引
き
下

げ
ら
れ
た
。
他
方
、物
品
税
は
ガ
ソ
リ
ン
、デ
ィ
ー

ゼ
ル
油
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
一
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
一
四・四
五
ル
ピ
ー
、
四・六
〇
ル
ピ
ー
か
ら
一

ル
ピ
ー
下
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
二
〇
〇
六
／

〇
七
年
度
の
石
油
製
品
か
ら
の
税
収
は
、
関
税
が

一
〇
〇
四・
三
億
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

物
品
税
は
五
八
八
二・
一
億
ル
ピ
ー
に
達
し
た
。

ま
た
減
税
後
も
、
ガ
ソ
リ
ン
の
小
売
価
格
一
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
五
〇・
五
二
ル
ピ
ー
の
う
ち
、

二
六・六
％
が
物
品
税
、
一
八・一
％
が
州
政
府
の

課
税
や
手
数
料
・
配
送
料
で
あ
り
、
減
税
の
余
地

は
大
き
い
。

　

よ
り
中
長
期
的
に
は
、
増
大
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
代
替
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
。
イ
ン
ド
政
府
は
い
わ
ゆ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
外
交
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

二
〇
〇
五
年
に
は
各
国
の
担
当
閣
僚
を
招
い
て
産

油
国
・
消
費
国
対
話
を
主
催
し
、
資
源
国
と
の
積

極
的
な
外
交
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
具
体
的
に
は
、

南
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
と
い
う
複

雑
な
地
政
学
上
の
対
立
・
問
題
を
抱
え
る
地
域
内

で
石
油
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
実
現
に
向
け
て

関
係
国
と
折
衝
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
ま
た
最
近

で
は
、
シ
ン
首
相
が
九
月
二
五
日
に
ブ
ッ
シ
ュ
米

大
統
領
と
会
談
し
て
米
議
会
に
よ
る
米
印
原
子
力

協
定
の
承
認
に
期
待
を
示
し
（
そ
の
後
、
議
会
承

認
、
正
式
調
印
を
経
て
一
〇
月
一
〇
日
に
発
効
）、

同
月
三
〇
日
に
は
サ
ル
コ
ジ
仏
大
統
領
と
会
談
し

て
民
生
用
原
子
力
分
野
で
の
協
力
協
定
に
調
印
し

た
。

　

と
り
わ
け
総
選
挙
を
視
野
に
お
い
た
場
合
、
価

格
の
引
き
上
げ
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
外
交
も
政

治
的
に
非
常
に
難
し
い
舵
取
り
を
要
求
さ
れ
る
課

題
で
あ
る
が
、
政
府
の
地
道
な
取
り
組
み
を
期
待

し
た
い
。

（
し
ま
ね　

よ
し
え
／
在
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
海

外
派
遣
員
）

原油価格上昇のインド経済への影響


